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○はじめに

図 １ の 恒 星 像 ナ イ

フ エ ッ ジ テ ス ト 像 を

見ると分かるように、

Ｃ 1 4 の 光 学 面 は ス テ

ッ プ だ ら け の 段 々 で

す。

こ の だ ん だ ん 光 学

系 で ど こ ま で 惑 星 の

高 解 像 画 像 が 得 ら れ

る の か 、 Ｃ 1 4の 改 造 と と も に こ の 一 年 で 学 習 し た こ と を

報告いたします。

○主な改造

シュミットカセグレンは、補正板で蓋をされた閉鎖空間であり、一番の熱源である主鏡

の 温 度 降 下 は外 気 温 よ りも 何時 も 遅れ 、 筒内 気流 を

発 生 さ せ ま す。 改 造 は 鏡筒 に吸 気 ファ ン と排 気フ ァ

ン を 取 り 付 け （ 図 ３ 、 ４ 、 ５ ）、 鏡 筒 内 に 空 気 の 流

れ を 作 り 、 筒内 気 流 防 止対 策す る こと に あり ます 。

図１、［セレストロンＣ１４（口径35

cm）の恒星像ナイフエッジテスト］

図２、 [ベ ランダ設置の

C 14と 記 念写真 ]

図４、[φ８cmファン３個を

排気用として設置]
図５、[電動ファンによるＣ14鏡筒内の

空気の流れ]
図３、[φ12cmファン２個を

吸気用として設置]

図 ６、土星 2016年 5月 18日 撮 影 図７、木星 2017年 1月 18日 撮 影


